
様式１－１ 

指 定 管 理 業 務 評 価 結 果 書 

１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称  倉敷市児島障がい者支援センター  

(2) 指定管理者 

所在地 倉敷市笹沖１８０番地  

名 称 社会福祉法人 倉敷市総合福祉事業団  

代表者 理事長 藤 澤 徳 久 

(3) 公の施設の所管部署  社会福祉部 障がい福祉課  

(4) 評価対象期間 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで  

２ 総合評価結果 

(1) 市の評価 

介護保険への移行について、利用者の方が心配

しないよう配慮していることや、虐待、成年後見

人制度のような困難ケースに丁寧に対応してい

ることは、評価できる。 

 家庭訪問や同行等、利用者への積極的なアプロ

ーチが伺える点は、利用者の方の可能性を広げる

ことにつながり、評価できる。  

 

総合評価 

 

Ｓ  

(2) 指定管理者の自己評価  

今年度は他機関との連携を重視して評価を行った。  

・今年度は６５歳に到達する利用者が例年に比べ多かったた

め、介護保険へのスムーズな移行が図れるよう、高齢者支援セ

ンターや介護支援専門員との連携を特に意識して支援を行っ

た。 

・関係機関の担当者には障がい特性や関わり方を丁寧に伝え、

利用者が安心して移行できるように配慮した。  

・虐待ケースをはじめとする困難ケースや親亡き後を見据えた

成年後見制度申し立てなどの相談も多く、倉敷市福祉援護課等

の関係機関と連携しながら慎重に取り組んだ。  

・利用者が抱える課題が複雑化、多様化していることから、特

に電話相談において対応に時間を要するケースが大幅に増加

した。このため、対応件数は減少したが、相談者に寄り添った

丁寧な対応に努めた。  

・来所相談が難しい利用者に対する積極的な訪問や、利用者自

らの力を引き出すため、手続等に同行して支援を行った。  

・サロン活動については感染防止対策に取り組みつつ、利用者

の声を聞きながら可能な限りプログラムを実施した。 

・「児島はばたきふれあい祭り」をコロナ禍前の規模に戻して

実施し、地域に向けて障がいの啓発を行った。  
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(3) アンケート結果の概要  

・９６％以上の利用者が職員の応対や施設の環境整備等に、概

ね満足している。  

・アンケート結果については、別紙のとおり。  

３ 施設の利用状況  

(1) 利用実績 

 

 今年度 前年度 特記事項（前年比）  

施設利用者 14,272 人 14,762 人 97％ 

相談支援  

面接相談 2,438 件 2,462 件 99％ 

電話相談 6,271 件 8,082 件 78％ 

家庭訪問 637 件 588 件 108％ 

同行 77 件 62 件 124％ 

ケア会議 140 件 121 件 116％ 

相談支援合計  9,563 件 11,315 件 85％ 

(2) 事業の内容 

（１）日常生活支援  

（２）在宅福祉サービスの利用援助  

（３）相談・情報提供  

（４）特定相談支援事業及び障害児相談支援事業  

（５）地域交流・啓発活動  

（６）障がい者及び家族等の地域生活の支援  

 

４ 収支（児島） 

(1) 収入 

（指定管理者の収入） 

 総額 ３８ ,７７１千円  

市からの指定管理料（委託料）    ３６ ,０９２千円 

利用料金               ２ ,３４１千円 

その他の収入               ３３８千円 

(2) 支出 

（指定管理者の支出） 

総額 ３７ ,０２４千円 

  人件費        ２７ ,２４７千円 

光熱水費        １ ,２７６千円 

修繕料           ３６３千円 

消耗品費          ６３８千円 

施設管理委託費       ９９０千円 

その他経費       ６ ,５１０千円 

 


